
14 TUE 0551-35-2465
FAX 35-3130（身体気象農場）

19：30/20：00 ￥1600 /￥1900

12 WED
月に一度の大誤算!?
「plan B コメディー・ナイト」
出演（予定）：Kaja、キシタカ、こうじとちから、サンキュー手塚、重森
一、ナナナ、ハンガーマン、ましゅ＆Kei、丸ちゃん、三雲いおりほか

　「plan B コメディー・ナイト」は2000年から当分の間、第2水曜日が
プラコメの日となります。 2/9（水）、3/8（水）・・・。また、注目のソ
ロ公演も毎月1回続きます。2/23（水）ナナナ、3/15（水）小出直樹、
4/4（火）ましゅ＆kei、5/18（木）Mr.Dai・・・。サンキュー手塚は、
静岡大道芸ワールドカップで優勝する栄誉に輝きましたが、何の何の、
お客をどっぷりと自分の世界に引き込んだ"瞳の語り部 "重森一もあな
どれない存在だし、誰が最初に独自の芸を確立するかなんて、まだまだ
先の話です。でも、見落とすことのできない尋常ならぬ情熱と純情を感
じることでしょう。今年もご期待下さい。

15 SAT
「土足厳禁 第十一回～裸足で踊ろう～nu cool!」
出演　Norio(JungleWeb), Nozakiほか

　寒さに、内に閉じこもりがちな季節となりますが、音に心を乗せ清涼
な空気にふれさせる体験、鋭敏になった空気を鋭く感じられるようなそ
んなパーティを行おうと思っています。De e pH o u s e、H e a d s、
Drum&Bassにのせて。（佐藤）

18 TUE
「roots. 12景 '99oct- '00sep　四景・・水辺に生えている
もの . 1」

 楽器演奏=高橋琢哉

私はたった一度だけ、ギターを楽器とは認めずに植物にしてしまいたい。
それから再度、楽器としてつくり直したい、と思っているのです。花の声
も届かない水辺で演奏された自分を、思い出そうとしているのです。

19 WED
プラコメ番外編Part7
こうじとちから単独ライブ!!
「その2000年後の　ある夜の出来事」
男同士っていうのが何だ！
工事だとか力だとか、雄々しさって何だ！
コントが、お芝居が、マイムが何さ。
家族よりも、会社よりも、恋人よりも
惹かれ合うってことが大切だ。

藤子・F・不士雄は予見するだろう。
しなやかな物腰の
男達の
愛の物語を。
ひとりっきりなんて、
世界に
電気をかよわせる相手がいないなんて──。
未来は、白夜の笑いだ。

月号2 0 0 0 1
M e s s a g e  f r o m  p l a n B

 plan Bは表現を、運動を、制作を、生活を、

交感を、創造を、生きていることの表明とし

ている人びとが共同運営している集合的な

場所です。一年365日の毎夕、ここで実現さ

れる公開の活動には、アートとか芸術とか呼

ばれるにはあまりに広く深く、多くの夢が込

められています。この宇宙の一隅にある私た

ちと私たちの同時代生命体としての私たち

の全歴史には過去も未来も相互乗り入れして

います。いま、ここで、私たちはあえて具体

的に、この乗り入れの速度を速め、ディスタ

ンスをまたいでみたいと思います。生活と表

現、エンタテイメントと思想──私たちの触

覚はいつも震えながら伸びていこうとしてい

ます。plan B（Ｂ計画）のＢとは何か─。Ｂ

はそれぞれの時、それぞれの人の中でも不断

に変化しています。Brooklyn, Books, Body,

Black, Biology, Bolsheviks・・・。   　　

イメージを思いっきりランダムに投げ込んで

下さい。そして、plan Bには出入口が４つも

あります。ひとつの場所であり、かつ無限に

つながっていく場所のうちとそと。私たちは、

場としての、作品としての、表現者としての

権威などという固定したものを信じていませ

ん。夢を見て、計画し、実験し、フィードバッ

クしあう。やる、みる、批評することが相互に

融合しあう、plan Bのプロセスにぜひご注目

下さい。そして、様々な形で参加して下さい。

発行： ｐｌａｎＢ
〒164-0013　東京都中野区弥生町4-26-20 モナーク中野B1
TEL/FAX   03-3384-2051
http://www.adguard.co.jp/artcamp/planb/

planB通信は、ライブ・スペースplan Bで行われる公演・公開・活動と予定をつたえる月刊紙です。毎月20日発行。

Date 公演タイトル・出演 開場/開演 予約/当日 予約・問合せ

通信
plan B 新春特別企画
マルセ太郎独演会「殺陣師段平物語」
Taro Maruse Vaudvill "Tateshi Danpei Story"

plan B 新春特別企画
マルセ太郎独演会「浅草のあの頃」
Taro Maruse Vaudvill "Maruse's Asakusa Story"

plan B 新春特別企画
マルセ太郎独演会「中村秀十郎物語」
Taro Maruse Vaudvill "Nakamura Hidejuro Story"

月に一度の大誤算!?
「plan B コメディー・ナイト」
出演（予定）：サンキュー手塚、ナナナ、ましゅ＆Kei、ほか
 "plan B Comedy Night"

「土足厳禁 第十一回～裸足で踊ろう～nu cool!」
出演　Norio(JungleWeb), Nozakiほか

「roots. 12景 '99oct- '00sep
四景・・水辺に生えているもの . 1」
 楽器演奏=高橋琢哉
"Takuya Takahashi solo Guitar "roots. 12scenes '99oct- '00sep. 4th"

プラコメ番外編Part7
こうじとちから単独ライブ!!
「その2000年後の　ある夜の出来事」
Koji & Chikara Solo Live

相倉久人パフォーマンス・ジョッキー「重力の復権」
Performance jocky/Hisato Aikura "Restoration of Gravity"

灰野敬二パーカッション・ソロ vol.1
Keiji Haino percussion solo vol.1

千野秀一・高橋琢哉デュオ
Shuichi Chino & Takuya Takahashi Duo Music

佐々木健のライブ・シアター
「光と影と声のためのアンダーグラウンド風ロンド」
"Lond like Underground for Light and shadow and voice" by Ken Sasaki

7 FRI
plan B 新春特別企画
マルセ太郎独演会「殺陣師段平物語」
舞台には黒箱ひとつ。
自在な語りに、迫真の演技。あまりに独特な芸として
追随を許さない、ひとり芸の極み──。
けして表舞台に立たなくても、まっとうに生きる
人びとの生と真実を、
笑いと涙で浮上させるマルセ“和物”ワールドの醍醐味。
ピン芸を研鑽、映画再現芸を獲得した習練の場、
plan Bに 10数年ぶりに、ヴォードビルの巨人 マルセ太郎が還ってくる。

「殺陣師段平物語」

新国劇 --沢正と殺陣師・段平。
新国劇の誕生を独自の視点で推察、面白おかしく語り演じる「大衆演
劇論」の独壇場はとどまるところを知らず圧倒的。やがて十八番とな
る「国定忠治」が生まれるまでの過程を、沢田正二郎と殺陣師・段平
の葛藤を交えて熱く語る「立体講談」。

8 SAT
マルセ太郎独演会　トークショー「浅草のあの頃」
 浅草演芸場 --マルセ太郎とおもろい芸人達。

3 回はあったお笑いブームの波に、見事に乗れなかった（乗らなかっ
た!?）マルセ太郎。そして、それぞれの芸、価値観を持って道を歩む愛
すべき浅草の芸人達、先輩、師、友・・・。破天荒におかしくも哀しい
マルセ太郎の浅草時代。

9 SUN
マルセ太郎独演会「中村秀十郎物語」
 翻訳劇「オセロ」--八代目幸四郎と
黒衣・秀十郎。

“新しい芝居”である翻訳劇「オセロ」
に意欲をもやす八代目松本幸四郎と、
40年来黒衣（くろご）に徹してきた中
村秀十郎。初めて「元老院議員」とい
う「役」をもらい、腹膜で命を削って
までも舞台に立とうとする秀十郎の
壮絶な生き様を愛情たっぷりに語る。

　

21 FRI
相倉久人パフォーマンス・ジョッキー「重力の復権」

22 SAT
灰野敬二パーカッション・ソロ vol.1
灰野敬二が打楽器に向かってplan Bでソロ
を開始する。振動するこのplan Bを逆なで
するような演奏は、とても静かな音楽だろ
うか。ともかく灰野敬二にほぐされた場所
は終演のたびに各々異なる土地へ旅立って
ゆかなくてはならない。

音楽の在り処をうたいつづける灰野敬二と
plan Bは、正しく、繰り返し、出会おうと
している。（高橋琢哉）

28 SAT
千野秀一・高橋琢哉デュオ

音楽で一杯の千野さんと初めて一緒に演奏する私は、一体何を音楽と
思っているのか。

文字、や言葉を忘れてしまう音楽水脈の前後に、怒鳴り散らしている愛
情のようなものだろうか。（高橋琢哉）

30 SUN
佐々木健のライブ・シアター
「光と影と声のためのアンダーグラウンド風ロンド」
「精神医療の限りない闇」1999年　20分　VTR

「ルナパーク・アンサンブルの思い出」1999年　15分　VTR

「M君事件を考える」2000年　10分　VTR

「光と影と声のためのアンダーグラウンド風ロンド」新作　15分　VTR

（脚本：池内文平　構成・映像・出演：佐々木健）

7 FRI 19：00/19：30
￥2,200/￥2,500
（3日通し券￥5,000）

03-5340-3860(デックス)
03-3384-2051(plan B）
artcamp@adgnet.or.jp

8 SAT 19：00/19：30
03-5340-3860(デックス)
03-3384-2051(plan B）
artcamp@adgnet.or.jp

￥2,200/￥2,500
（3日通し券￥5,000）

￥2,200/￥2,500
（3日通し券￥5,000）

19：00/19：30
03-5340-3860(デックス)
03-3384-2051(plan B）
artcamp@adgnet.or.jp

9 SUN

12 WED ￥1000/￥1200
03-3403-0561(ACC)

03-3384-2051（plan B）
18：30(バー・オープン)
　/19：30

14：00～21：00 ￥1000 0471-41-8735（佐藤）15 SAT

￥1500
090-1889-1628（高橋）
03-3384-2051（plan B)18 TUE 19：30/20：00

19 WED ￥1500/￥1800
03-3403-0561(ACC)

03-3384-2051（plan B）
18：30(バー・オープン)
　/19：30

19：00/19：30 ￥800/￥100021 FRI 03-3412-2051（成田）
03-3384-2051（plan B）

22 SAT 19：30/20：00 ￥1,700/￥2,000
090-1889-1628（高橋）
03-3384-2051（plan B)

￥200019：30/20：0028 SAT 090-1889-1628（高橋）
03-3384-2051（plan B)

042-577-5971
（キノ・キュッヘ　佐々木)

￥1000/￥120015：30/16：0030 SUN



剥された網膜
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　こんな感覚はすっかり忘れてしまってい
たのだが、映画館に足を運ぶようになって
しばらくは、映画館は映画の見方を学ぶ場
だったように思う。一つのシーンを前に、他
人の反応を通してその面白さ楽しみ方を学
習していた。「何でこのシーンで笑うんだろ
う」「このシーンはこんなふうに面白いの
か」「客席の向こうの一角が反応している。
なんだろう」自分ではさほど面白いと思わ
ないシーンも、他者の反応につられて思わ
ず笑ってしまったり、あるいはなぜおかし
いのかまったくわからなかったり。共感も
あれば断絶もある錯綜したコミュニケー
ションの場。笑い以外目だった反応は顕在
化しないが、ため息や体から発する微かな
サイン、あるいはそういったものがない場
合でも、何らかの気配は確実に共有してい
る。

　映画館に通いだした頃は、こういったこ
との一つ一つが、本当に面白かったし、新鮮
な発見だった。サスペンスものの観客席の
雰囲気、スパイものの観客席の雰囲気、ＡＴ
Ｇの観客席の雰囲気、やくざ映画の観客席
の雰囲気、フーテンの寅さんの観客席の雰
囲気、客の反応の仕方。

　これは演劇でも音楽でもそうだが、劇場
で他者と鑑賞体験を共有することと、プラ
イベートにオーディオやビデオや本で表現
物に接する場合とでは、鑑賞の質がまった
く違う。

　映画の発明者はアメリカではエジソン、
フランスではリュミエール兄弟ということ
になっている。どちらが正しいかといえば
どちらも正しい。現実の風景をカメラに
よってフィルムに写し取り動きを再現して
みせたのは、エジソンの方が早い。だがエジ
ソンの作ったシステムは一種の覗きからく
りで、一人づつしか見ることが出来なかっ
た。リュミエール兄弟のシネマトグラフは、
スクリーンに映写して見せるシステムであ
り、その点においても今日の映画の原点と
いえる。そしてこのシステムによって、動く

映像を集団でみる映画館という場が誕生
することとなった。

　ところで映画館で、観客席の雰囲気反応
の面白さを知った高校時代の私は、その後
さらにダイレクトに観客が反応する場所
に足を運ぶようになる。アングラ演劇（小
劇場では気分が出ない）である。そこでは
観客席と舞台が直接的に反応し合ってい
た。客席からかけ声や罵声が飛び交い、時
には役者が観客を挑発する。こんな芝居の
楽しみ方があったのか、と目がさめる思い
がした。

　実は映画でも似たようなことがなかっ
たわけではない。今や語り草ななっている
が、やくざ映画の上映中に劇中で高倉健が

「死んでもらいます」と言うと観客席のイ
モ学生が「異議無し」とかけ声をかけると
いった現象が起きたりもした。だが映画と
演劇の場では明らかな違いがある。舞台の
上の役者はかけ声に反応したり、具体的に
反応しなくともいつ客席に殴り込んでく
るかわからないという緊張感がある。それ
に対してスクリーンの中の高倉健にかけ
声は聞こえず、ましてや反応することはな
い。何が起こるかわからない、という現場
の緊張感はなく、観客の自己表現でしかな
い。せいぜい客席の中で「うるせえ」といっ
た反応が起こるか、同調する奴がいるか程
度のことである。そして、実はこうなった
時というのは、映画そのものはすでに了解
事項になっていて、映画と観客の間に動的
な関係はありえない。どんな娯楽映画で
も、ほとんどの観客がその映画を始めた見
る場合は、観客席の反応もある種自然であ
る。だが観客があらかじめ映画に対する反
応の様式を決めてきている場合、その観客
のセンスが良ければそれは芸として成立
するし、センスが悪ければうっとうしい自
己表現でしかない。どちらにしろ、そこで
意識の交換が行われているというよりは、
既知の補完にすぎない。

マルセ太郎の世界 マルセ語録
「独創性は儲からないのである。競争を避けた独創性には、客も寄ってもこない。
つまり流行らない。ただ、ささやかだが、そこに自己存在がある」

「世間でその独創性を認められている人たちは、本当は不器用な人ではないかと、
勝手に想像している。」

「天才的に面白いといわれた芸人が、無残に凋落していくのは、　　　　　　　　
ほとんどが、思考することを止めたがためである。」

「僕は、自分の芸を、客よりうまく分析し、解説してみせることができる。」　　

「『笑い』は巨人ファンからは生まれない。したがって
芸人はアンチ巨人であるべきだ。」

「演歌は日本人の心、庶民の歌だなんて、本気で言う奴が
いる。ただの趣味の問題ではないか。」

「講釈師が、あの発声とスタイルをそのままにして、現代を
語るのは滑稽なだけだ。」

「パントマイムについて誤解しているのではないか。物が
ないのに、あるように見える、ということに感心しているが、
物がないのにではない。ないことが表現手段なのである。
あっては困るのだ。」

「真似る芸というのは、何であれ、時間をかけたからできるものではない。対象を
見た瞬間に、できるかどうかがわかるものである。」

「人物を典型的に表現すれば笑いが生まれる。おもしろおかしく書くことじゃな
い。対象をよく知らないと喜劇にはならない。よく知る行為が愛なんです。愛が
あればうそは書けません」

「喜劇。日本の場合、映画や芝居に携わっている人達は、喜劇ってものを良く理解
してないんだよね。喜劇っていうのはさ、これ、翻訳語なんです。日本の言葉に
はない。だいたい歌舞伎の中に喜劇はない。日本だけですよ。（略）歌舞伎は道化
役者は出ますね。ひようきんな奴が。しかし喜劇はない。何百年の間日本人は喜
劇を作らなかった」

「もとは新劇俳優志望で、七つの劇団の試験を落ちたという。その僕が数十年後の
今、試験に受かった人たちを演出している。これもまた喜劇だ 。」

「芸術性なんてどうでもいい。面白けりゃいいんだよというのに限って、ちっとも
面白くない。」

「オチで笑いをとろうとすると失敗する。オチに至るまでを、きちっと表現できた
ら客は笑ってくれる。オチは笑うきっかけを与えるだけだ。」

「一度ネタ帳をつくったことがある。いままでやったものを憶い出して、整理した。
ところが、そのネタ帳を開けたことがないのだ。」

「芸人と客の関係は、男と女の関係にも似ている。惚れ方にもいろいろあり、また
モテ方にもいろいろある。例えて言えば、僕は恋人になれる自信はないが、亭主
になる自信はある。」

「言いにくいことだが、選ばれた観客というのもあることは確かだ。」

「僕は自分の芸を批評されるとき、いつでも、讃めてくれと願っている。欠点や失
敗は、誰よりも本人が一番よく知っているからだ。でも稀には、僕が気付かなかっ
た欠点を、指摘してくれた人がいた。」

「いまの子供たちが気の毒な環境にあると思うのは、一口に言って、おじさんがい
ない社会と言えないか。」

マルセ太郎
1933年、大阪生まれ。54年、新劇俳優を志して上京。マルセル・マルソーの舞台を見てパントマイムに興味
を持ち、 彼の名にちなんでマルセ太郎と命名。56年、日劇ミュージックホールにて、パントマイムでデビュー。
その後「コメディドンキース」や「スタミナトリオ」を結成し、浅草の演芸場や各地のキャバレー、ストリッ
プ劇場などに出演、コント活動。動物の形態模写、特にサルの形態模写はその迫真力で「本物よりはるかに
サルらしく哀しげだ」といわしめ、80年のサル歳には大人気を呼ぶ。82年、当ライブ・スペース「plan B」で
毎月1回の独演会を持ち、ピン芸（ひとり芸）を磨く。84年、映画「泥の河」をきっかけに映画再現芸とい
うまったく新しいジャンルを開拓。１本の映画を最初から最後まで語り尽くす一人芸である。その後、渋谷
ジャンジャンはじめ各地で“スクリーンのない映画館”として公演、 そのレパートリーは10数本に及ぶ。93
年より「黄昏に踊る」と題して老人に視点を置いた喜劇を書き下ろし、 自ら演出・出演し話題となる。これま
でに、生や死、老い、知的障害者、在日などを題材にしたマルセカンパニーの喜劇9作品を上演。 95年、肝臓
がんの手術を受けるがたび重なる再発と闘いながらその後もヴォードビリアンとして、脚本・演出家として
全国各地を回り、精力的な公演活動を続けている。全国に「マルセ太郎中毒患者」と称する熱烈なファン多
数。著書に「芸人魂」「奇病の人」（講談社刊）。

マルセ太郎喜劇プロデュース公演　新作「春雷」
2000年 2月 8日（火）～13日（日）シアターＸ
作・演出　マルセ太郎
出演　北村昌子　斎藤昌子　矢野陽子　松山薫　維田修二　永井寛考　マルセ太郎ほか

マルセ太郎ホームページ　http://www.ppn.co.jp/saru/index.html

......................plan B

plan Bのスケジュールは以下のURLでもご覧いただけます。

http://www.adguard.co.jp/artcamp/planb/

plan Bの利用について
会場は、公演等の場合、
一日￥30000(機材費は別途料金）で貸し出しています。
リハーサル、撮影、会議等の場合、1時間1500です。
問い合わせは、planＢ（03-3384-2051、高橋）まで。

「plan B通信」定期購読希望の方へ
plan B通信を毎月確実に手元に欲しい方は、定期購読の申込みをお願いします。
年間購読料(郵送料)は、1年間千円です。払い込みの方法は、

１、plan Bで企画委員に直接支払う。
２、郵便切手の千円分を、住所、氏名、電話番号とともに郵送する。
３、郵便振替口座に振り込む。通信欄に送付先住所、
　　氏名、電話番号をご記入下さい。

口座名：plan B　00100-8-352909

〒164-0013　中野区弥生町4-26-20 モナーク中野B1
TEL/FAX  03-3384-2051
・地下鉄丸の内線中野富士見町駅下車（7分）
・JR中野駅南口より京王バス、1番乗場
　渋谷行きか新宿駅西口行き 富士高校前下車 モスバーガー・

地下鉄丸の内線
中野富士見町駅

中野
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　「ある月、お客が一人というときがあった。誇
張ではなく、本当に一人なんだ。扉を開けてス
テージに出たら、たった一人の客がいた。誰か
に侮られているような気分だった。それでも僕
は何事もない風に、一時間半喋り演じた。演じ
る僕よりも、一人のお客さんの方がたまらな
かったろう。有難う。いまもしこれを読んで、
あのときの客は俺だよ、と名のってくれたら会
いたい。」

　マルセ太郎著「芸人魂」の冒頭にある有名な
一章である。場所はといえば、何を隠そう逃げ
も隠れもしない当plan Bである。82年から毎
月1回の独演会を持ち、ピン芸（ひとり芸）を
磨き始めるも3、4回でネタは尽きてしまい、毎
月お客の前に立つことは相当な覚悟と実験精
神が必要だったようだ。当時、芸人に「独演会」
なんて概念もなく、それを可能にする芸人は一
人としておらず、マルセさんもそこまでは至っ
ていなかったわけです。が、とにかく毎月思い
つくままに「私漫談」を続けることが、結果的
に「僕の芸遍歴が大きく質的に変化したきっか
け」に波及したのだという。

　2年が過ぎたある月、映画「瀬戸内少年野球
団」批判の一方、小栗康平監督の「泥の河」を
肯定的にアクションまじりに演じたところ、十
人ほどの客席からひときわ甲高い笑い声
が・・・。その声の主・永六輔の感動が速達の
葉書となり、その縁が“スクリーンのない映画
館”「泥の河」を生み、活動の場と芸の世界が拡
がっていったのである。ご本人にとっては「ど
ん底」時代であったかもしれませんが、マルセ
太郎の「芸人魂」がギリギリまで追いつめられ、
ピン芸を鍛えた結果独自の話芸が完成、映画再
現芸を生み出すきっかけになったという事実
は、plan Bにとって誇らしい歴史であると同時
に希望でもあります。

　懐かしくもほろ苦い思い出の場所であるで
あろう「プランB」に、マルセさんが久方ぶり
に還ってきます。2000年、plan Bの一等最初
は、ひとり芸の極みから始まります。

記憶は弱者にあり

　たび重なる肝臓がんの再発と闘いながら、映
画再現芸、ひとり芸、俳優、執筆、憲法や哲学
についての講演、最近は喜劇の脚本・演出にも

精力的に取り組み、日本では珍しく硬派で良質
な「喜劇」を切り開いたとしても高い評価を受
けている。独演の芸は、同じ客が同じ演目を何
度観ても笑い、泣いてしまうように、生きるこ
と、人間とはどう在るべきかを静かに問い直す

「普遍的」かつ独創的なものです。たった一人
で語り演じ、2時間でも3時間でも観る者を惹
きつけることができる希有な存在は、世界にも
あまり例がないでしょう。その芸の深淵は一体
どこから生まれてくるのでしょうか。

　借り物ではない知性と教養、哲学、歴史観、
風刺、反骨精神。身体に染み着くように記憶さ
れている過去の記憶、リズム、ユーモア、語り。

「記憶は弱者にあり」「僕の芸や作品には、そん
な『偽物』を激しく憎む精神が生きているんで
す。 」といった言葉には、決して権力者や成功
者（「偽物」）の視点で世界や歴史を語らない思
想性が感じられます。

　社会的な弱者、不遇ではあってもこだわりを
捨てず真摯に生きる人びとを主役に語りきる
世界は、“スクリーンのない映画館”に対して

“立体講談”と呼ばれており、今回plan Bで演
じられるのは2 本はその代表作にあたります。
殺陣師・段平や黒衣の秀十郎の物語は、それ自
体マルセ太郎の幸福論、社会論といえるでしょ
う。もちろん、痛烈な批評精神を持って人物の
本質を洞察、模写、演技の対象とすることはそ
れが主人公であれ、サルであれ変わりはありま
せんが。だからこそ、真実よりも真に迫る人物
の「典型」が現われ、その社会構造までをも浮
かび上がらせることが可能なのです。

　器用に世渡りすることを拒んだ人間、弱者、
少数者への愛と共感が、他の誰にも真似できな
い質の感動となって、からだの奥で疼き出す。

　マルセ太郎という「芸」は劇場であり、新し
い社会です。

　新春を迎えた何晩か、マルセ太郎のヴォード
ビルの世界をぜひご堪能ください。

「マルセ太郎さんには、話術とか話芸とかいう
言葉が似合いません。動きをもった舞台の言
葉、新しい形の情報伝達者です。主張があり、
批判が込められ、そしてそれが楽しいのです。」

（永六輔）

「何かで読んだことがある。死をも含めて人生なんだと。死と対決するのではなく、死を受け入れて自分の人
生を完結したい、というのがいまの僕の望みである。ことさら芸人であることを強調する気はないが、芸人
であればなおのこと、自分の死を客観視する、さらに誤解を恐れずに言えば、面白がって観るところまでい
きたいと思っている。」

「死をも含めて人生である。死を予知しないで死ぬのは、あたかも芝居の幕が突如下ろされたようなものでは
ないか。役者にとって不本意である。」

「いかに生きるべきかは、いかに演じるかであるというのが、いわば僕の人生観である。もちろん成功を望ま
ないないわけではないが、それよりも、失敗しても魅力的でありたい。いくら�幸わせ者�であっても、駄
作映画の大根役者にはなりたくない。」

「僕はこれまで、僕自身であることを演じ続けてきたと思っている。他人と比較することを恐れた。何歳にし
てこれだけのことをしたなんて競争心は、人の心を貧しくするだけである。」

「人生が芝居なら、下ろされる幕を、僕はしっかりと見つめたい。」

「ではBe動詞とは何か。「存在」なのです。アイアム。私は存在している、ということです。有名なシェイク
スピアの劇、「ハムレット」に出てくる台詞があります。“To be or not to be”生きるべきか、死ぬべきか。

“to be”で、生きることを意味しています。つまり存在することが生きることなのです。」

黒箱一つから、劇場は、物語は生まれる


